
＜授業の充実のために＞

「授業スタンダード」チェックシートを基にしたアンケート調査結果
学力向上訪問支援チーム

3.10
3.29 3.163.10

3.29 3.24
3.11

3.30 3.173.18
3.37 3.25

小学校 中学校 全体

１ 単元構想

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

3.34 3.46 3.383.34 3.46 3.46
3.34

3.46 3.383.42 3.52 3.45

小学校 中学校 全体

２ ねらいの明確化

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

3.35 3.38 3.363.35 3.38 3.453.37 3.40 3.383.42 3.42 3.42

小学校 中学校 全体

３ 約束事・心構え

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

2.82 2.77 2.802.82 2.77
2.92

2.82 2.76 2.802.93 2.86 2.90

小学校 中学校 全体

４ 学習課題設定

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

１ 調査の目的
授業の質の向上を基軸とした学力向上を図るため

２ 調査対象
県内全ての小・中学校（義務教育学校を含む。）の「授業スタンダード」を活用して授

業を行っている教員

３ 実施時期
平成３０年度 第１回 平成３０年７月 第２回 平成３１年１月
令和元年度 第１回 令和元年７月 第２回 令和２年１月

４ アンケート集計結果



2.86 2.93 2.892.86 2.93 3.00
2.87 2.94 2.892.96 2.99 2.97

小学校 中学校 全体

９ 振り返りの工夫

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

2.65 2.65 2.652.65 2.65 2.78
2.66 2.64 2.65

2.79 2.75 2.77

小学校 中学校 全体

10 新たな学び

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

2.78 2.83 2.802.78 2.83 2.90
2.76 2.81 2.782.87 2.89 2.88

小学校 中学校 全体

11 構造的な板書

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

2.62
2.75 2.672.62 2.75 2.80

2.64
2.76 2.682.76 2.86 2.79

小学校 中学校 全体

12 精選された発問

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

3.01
3.15 3.053.01

3.15 3.18
3.01

3.14 3.053.14 3.22 3.17

小学校 中学校 全体

７ ペア・グループ学習

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

2.74 2.72 2.742.74 2.72
2.88

2.74 2.75 2.74
2.88 2.88 2.88

小学校 中学校 全体

８ 話合いのコーディネート

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

2.83 2.79 2.822.83 2.79
2.94

2.84 2.81 2.84
2.97 2.89 2.94

小学校 中学校 全体

５ 追究・解決の見通し

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

3.13 3.17 3.143.13 3.17 3.24
3.14 3.17 3.153.20 3.21 3.21

小学校 中学校 全体

６ 机間指導での見取り

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回



2.79 2.88 2.822.79 2.88 2.94
2.80

2.89 2.832.89 2.97 2.92

小学校 中学校 全体

15 記述内容の明確化

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

2.91 2.83 2.882.91 2.83
2.982.94 2.82 2.902.99 2.86 2.94

小学校 中学校 全体

13 ノート指導

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

2.49 2.50 2.502.49 2.50
2.65

2.48 2.47 2.472.60 2.58 2.59

小学校 中学校 全体

14 全国学力・学習状況調査

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

どの校種も、平成30年度、令和元年度ともに、第１回目より第２回目のほうが自己評価の
ポイントが上昇している。ポイントが低い項目は、小学校では、「新たな学びに目を向け
させること」、「吟味し精選された発問をすること」、「全国学力・学習状況調査を活用
すること」である。中学校（県立中、義務教育学校を含む。）では、 「新たな学びに目を
向けさせること」、「全国学力・学習状況調査を活用すること」である。

傾向と課題

＜授業の充実のために＞
本時で学習したことを明確にし、振り返りを工夫するとともに、新たな学びに目を向けさ
せるような、学びの連続性を意識した学習サイクルを意識していくことが大切である。今
後は、活用力育成シートや全国学力・学習状況調査の問題を単元計画や授業に適切に位置
付けることで、より一層児童の思考力、判断力、表現力等を育成・評価するために活用す
ることが大切である。さらに、学習したことを児童生徒に自覚させ、次時につながる気付
きや疑問を促す発問や、新たな「問い」や「思い・願い」を引き出す教材の提示など、新
たな学びへの意欲付けを図る手立てを講じることも大切である。

改善のポイント



＜校内研修の活性化のために＞
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小学校 中学校 全体

１ 主体的な授業研究会

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

3.14
2.84

3.043.14
2.84

3.173.14
2.85

3.04
3.28

2.98
3.18

小学校 中学校 全体

２ 枠を越えた学び合い

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

2.71
2.48

2.632.71
2.48

2.782.71
2.51 2.64

2.87
2.68 2.80

小学校 中学校 全体

３ 互見授業

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

2.98
2.69

2.882.98
2.69

3.053.01
2.74

2.92
3.16

2.91
3.07

小学校 中学校 全体

４ 外部講師活用や校外研修

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

2.89
2.70

2.822.89
2.70

2.942.93
2.71 2.862.99

2.82 2.93

小学校 中学校 全体

５ 「授業スタンダード」

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

2.35
2.11

2.272.35
2.11

2.47
2.71

2.47
2.63

2.83
2.60

2.75

小学校 中学校 全体

６ 新学習指導要領

H30第1回 H30第2回 R1第1回 R1第2回

＜校内研修の活性化のために＞

どの校種も、平成30年度、令和元年
度ともに、第１回目より第２回目の
ほうが自己評価のポイントが上昇し
ている。ポイントが低い項目は、
「互見授業を実施すること」、「新
学習指導要領について研修をするこ
と」である。

傾向と課題

＜校内研修の活性化のために＞
新学習指導要領の理解をさらに確かにす
ることが大切である。また、互見授業を
行うなどして授業改善の方途について確
認・共有することが大切である。その際、
教科や学年の枠を越えて、児童生徒が授
業でどんな学びをしたのかを見取り、共
有することも大切である。

改善のポイント


